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DCIP T形　φ75mm

KBM-3
H=84.991

φ75

平面図・縦断図・標準断面図

琴浦町大字森藤地区

琴浦町

令和5年度

A A A A

排泥施設　1箇所　L=5.67m

排泥施設　1箇所　L=5.67m

土
被

り
0
.
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0
m

森藤地区畑地かんがい施設工事

給水栓　4箇所

T形ダクタイル鋳鉄管

給水栓　4箇所

177゜57'43"

159゜39'21"

165゜8'41"

※給水栓の設置位置及び方向は、地権者に確認の上設置する事。
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図　　名

工事名

工事場所

図面番号図示 2図示

琴浦町大字森藤地区

琴浦町

令和5年度

森藤地区畑地かんがい施設工事

管割図・管埋設図

フランジ接合材

メカフランジ

ソフトシール仕切弁

フランジ接合材(50×10K )

フランジ接合材(50×10K)

既設仕切弁

K形短管2号

特殊押輪

特殊押輪

特殊押輪

特殊押輪

特殊押輪

特殊押輪

特殊押輪

特殊押輪

特殊押輪

特殊押輪

特殊押輪

Gリンクφ75

特殊押輪φ100

特殊押輪

管割図

No.0～
IP.1

A

IP.1～IP.2

A
A

A

A

75×5 0

VP管φ50　L=4.0m

TS継手φ50　90゜

TS継手φ50　90゜

甲切管

離脱防止金具

離脱防止金具

甲切管

K形曲管11゜1/4

定尺管
離脱防止金具

離脱防止金具

K形直管3種

①
②

離脱防止金具 離脱防止金具

K形直管3種

定尺管

K形直管3種

定尺管

離脱防止金具 離脱防止金具

定尺管

離脱防止金具

離脱防止金具

甲切管

①

③

④

VP管φ50　L=0.5m

K形曲管11゜1/4

100×75
K形受差片落管

A

A

K形2受T字管

K形2受T字管 K形2受T字管

K形2受T字管

定尺管×3

S50形受差片落管

S50形短管1号

S50形普通押輪

130.44

130. 44

1.960甲切管

No.1

IP.2

No.0+39.8

IP.1

No.0+1.4

IP.3

No.3+32.6

No.0

No .4+46. 2（給水栓）

No.5

N o.4+46 .3（給水栓）

No.6+13.04（排泥施設）

No.6+10 .2（給水栓）

No. 6+12.7（給水栓）

No. 5+8.9 4（給水栓）

IP.2～IP.3

IP.3～本線終

下層路盤
RC-40

下層路盤
RC -40

下層路盤
RC-40

(掘削)

(巻立)

  (埋戻Ⅰ)   
管上 3 0 c mま で埋設表示シート

  (埋戻Ⅱ )   

(基床)

埋戻し掘　削

DCIPφ75

5 00 (掘削幅)

(掘削)

(巻立)

  (埋戻Ⅱ )   

(基床)

埋戻し掘　削

DCIPφ50

  (埋戻Ⅰ)   
管上 3 0 c mまで埋設表示シート

500 (掘削幅)

(掘削)

(巻立)

  (埋戻Ⅱ )   

(基床)

埋戻し掘　削

  (埋戻Ⅰ )   
管上 3 0 c mまで埋設表示シート

500(掘削幅)

管埋設図

素堀

VPφ50・SGPφ50

※巻立・基床材は再生砂とする。 ※巻立・基床材は再生砂とする。 ※巻立・基床材は再生砂とする。

本管 排泥管及び給水管 排泥管及び給水管

定尺管

K形直管3種
定尺管

水路へ
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12,000
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T形直管3種　8.00/4=2本
K形直管3種T形直管3種　46.620- 2.620=44.0/4=11本+2.620甲切管
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円形1号  H = 1 5 0

円形1号  H = 1 0 0

円形1号  H = 1 5 0鉄蓋

調整リング

〃

上部壁

1

規格名称

1

1

注 )ブロックの組み合わせは参考である。

注)構造物名を蓋に明記すること。(  農  仕切弁)

円形1号  H = 6 0  底版 1

ケ

ケ

ケ

ケ

ケ

摘要

１ケ所当り

ケ

下部壁

円形1号  H = 1 0 2

円形1号  H = 2 0 0

H = 7 2 0用

鉄蓋

調整リング

規格名称

1

1

ケ

ケ

ケ

ケ

１ケ所当り

KR S - 3 G - 1 0 L

K R - 3 - 5 0 K

N H K R - 3 - 2 0 0 A C

H = 4 3 0用

1

底版

桝壁

角形 H = 1 0 0　6 0 0× 4 0 0

角形  H = 5 0　 6 0 0×4 0 0

角形  H = 2 0 0　6 0 0× 4 0 0

角形  H = 8 0　 6 0 0×4 0 0

減圧弁保護工 T - 2 5  H = 4 3 0用 　材料表

NH K R - 2 . 4 - 8 0 S

注 )ブロックの組み合わせは参考である。

参考型番

仕切弁保護工 T - 2 5  H= 7 2 0用　材料表

注)構造物名を蓋に明記すること。(  農  減圧弁)

単位

H=720用

A型

B型

アスファルトアスファルト

排泥・仕切弁ボックス

H=4 30用

減圧弁ボックス

単位

圧力計ｾｯﾄφ50

給水栓φ50

ホースセットφ50

定流量自動停止弁φ50

規    格 単位名    称

1

1

ターニングバルブ

給水栓数量表

個 1

組 1

1

TAV50×90M-BC2

ホースセット φ50-L=500,ﾏﾁﾉﾒﾝ･ｵﾝ付

個

本

50A

内ネジ・マチノメス接手

定流量自動停止弁

グローブバルブ

組 150A

組

組圧力計 φ50　1.0Mpa 10A

50×10A

組 1外ネジ・マチノオス接手

1ヒューム管 HPφ350　L=600　切口寸　200×250 個

1

1

数量

基礎ブロック A種、t=10cm 個 3

砲金丸ニップル

砲金チーズ

マーク

表示プレート

種類

表示プレート

基礎ﾌﾞﾛｯｸ(A種,t=10cm)

マーク

表示プレート

種類

表示プレート

鉄蓋

調整リング

上部壁

下部壁

底版

２”

取水施設参考図

路
肩

部

減圧弁ボックス

官民境界
減圧弁ボックスは道路敷地内に設置する事

給水栓施設(バルブ)

路
肩

部

減圧弁ボックス

官民境界
減圧弁ボックスは道路敷地内に設置する事

給水栓施設(バルブ)

縦断方向管路は道路敷地内に設置する事

給水栓設置概略平面図(施設)

DCIP S50形

L=585

減圧弁ボックス

逃し弁
圧力計

L=4 20

平面曲点

SG Pφ50

SG Pφ50

設
置

位
置

に
よ

り
変

更
し

て
く

だ
さ

い

給水栓設置標準断面図

舗装未施工 発生土

ストラブグリップ

ストラブ分岐カップリング

S GPφ50

A型　L=1200
B型　L=12500

直管部の管接続工は、メカ継手を使用する事。
道路真横の90゜曲管は、メカ継手を使用する事。

S 50形抜出し防止押輪

S50形挿受片落管75×50

φ75特殊押輪

DCIPφ75

Gリンク　φ75

S50形普通押輪

乙切管 L=500

乙切管 L=445

※減圧弁ボックスの天端高は、舗装設置時の高さとする。

※仕切弁ボックスの天端高は、舗装設置時の高さとする。

①～③

④

官民境界

※減圧弁ボックスの天端高は、舗装設置時の高さとする。

S G P  W  5 0 A

SGP W 50A

ハンドルφ12 5 (緑色)

ターニングバルブφ50×90ﾟ

切り口寸200×250

HPφ350 L=0.6ｍ

基礎ブロック
（Ａ種　t=10cm）

PR-50-AJ-SW
減圧弁

SG白ﾈｼﾞ短管
50A

S50形短管1号

フランジ接合材(5 0×1 0K)

白エルボ(SGP)
白エルボ(SGP)

フランジ接合材
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図　　名

工事名

工事場所

図面番号図示 3

琴浦町大字森藤地区

琴浦町

令和5年度

構造図

森藤地区畑地かんがい施設工事

※給水栓の設置位置及び方向は、地権者に確認の上設置する事。
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